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（
令
和
六
年
度
） 

 

千
葉
県
立
図
書
館 

令
和
七
年
三
月
現
在 

                                      

続
き
と
始
ま
り 

柴
崎 

友
香 

著 

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日 

 

朝
比
奈 

秋 

著 

菜
食
主
義
者 

ハ
ン
・
ガ
ン 

著 

言
語
の
本
質 

こ
と
ば
は
ど
う
生
ま
れ
、
進
化
し
た
か 

今
井 

む
つ
み 

著 

く
も
を
さ
が
す 

西 

加
奈
子 

著 

黄
色
い
家 川

上 

未
映
子 

著 

書  

名  

・  
著  
者 

二
つ
の
大
震
災
、
コ
ロ
ナ
禍
、
戦
争
。
別
々
の
場
所
で
暮
ら
す
三
人
の
人

物
の
日
常
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
誰
に
も
同
じ
よ
う
に
経
過
し
た

は
ず
の
時
間
を
み
つ
め
る
。 

  

第
六
〇
回 

谷
崎
潤
一
郎
賞 

令
和
五
年
刊 

三
四
一
頁 

集
英
社 

二
人
で
一
つ
の
身
体
を
生
き
る
「
結
合
双
生
児
」
の
姉
妹
の
、
父
の
兄
で

あ
る
伯
父
の
死
か
ら
四
十
九
日
ま
で
の
日
々
を
描
く
。
医
師
で
も
あ
る
著
者

に
よ
る
生
と
死
を
問
う
物
語
。 

  

第
一
七
一
回 

芥
川
賞 

令
和
六
年
刊 

一
四
一
頁 

新
潮
社 

あ
る
日
突
然
肉
食
を
拒
否
し
、
ほ
と
ん
ど
眠
ら
な
く
な
っ
た
妻
。
日
に
日

に
や
せ
て
い
く
彼
女
の
様
子
を
夫
の
視
点
か
ら
描
く
表
題
作
の
他
、
「
蒙
古

斑
」「
木
の
花
火
」
を
収
め
る
連
作
小
説
集
。 

  

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
（
二
〇
二
四
）
受
賞
者
著
作
、
二
〇
一
六
年 

ブ
ッ
カ
ー
国
際
賞 

平
成
二
三
年
刊 

三
〇
一
頁 

ク
オ
ン 

オ
ノ
マ
ト
ペ
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
説
形
成
）
推
論
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
手
が
か
り
に
、
認
知
科
学
者
と
言
語
学
者
が
「
言
語
の
本
質
」、「
人
間

の
思
考
の
本
質
」
を
問
う
。 

  

新
書
大
賞
二
〇
二
四 

令
和
五
年
刊 

二
七
七
頁 

中
央
公
論
新
社 

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
滞
在
先
の
カ
ナ
ダ
で
乳
が
ん
を
宣
告
さ
れ
た
著
者
が
、

が
ん
の
発
覚
か
ら
寛
解
ま
で
の
八
か
月
間
を
克
明
に
つ
づ
っ
た
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
。 

  

第
七
五
回
読
売
文
学
賞
（
随
筆
・
紀
行
賞
） 

令
和
五
年
刊 
二
五
二
頁 

河
出
書
房
新
社 

惣
菜
店
に
勤
め
る
花
は
、
二
十
年
前
に
共
に
生
活
し
た
黄
美
子
が
若
い
女

性
に
対
す
る
傷
害
・
脅
迫
・
監
禁
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
見
つ
け
る
。
善
悪
の
境
界
に
迫
る
ク
ラ
イ
ム
・
サ
ス
ペ
ン
ス
。 

  
第
七
五
回 

読
売
文
学
賞
（
小
説
賞
） 

令
和
五
年
刊 

六
〇
一
頁 

中
央
公
論
新
社 

解 
 
     

 
 
 

題 

   
  



  

                                

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
） 

よ
う
こ
そ
、
ヒ
ュ
ナ
ム
洞
書
店
へ 

フ
ァ
ン
・
ボ
ル
ム 

著 

ま
い
ま
い
つ
ぶ
ろ 

村
木 

嵐 

著 

八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド 

万
城
目 

学 

著 

成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く 

宮
島 

未
奈 

著 

東
京
都
同
情
塔 

九
段 

理
江 
著 

書  
名  
・  

著  

者 

会
社
を
辞
め
た
ヨ
ン
ジ
ュ
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
住
宅
街
に
「
ヒ
ュ
ナ
ム
洞

書
店
」
を
開
店
す
る
。
店
主
と
書
店
に
や
っ
て
く
る
人
々
の
さ
さ
や
か
な
日

常
が
交
わ
る
様
子
を
描
く
物
語
。 

  

二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞
（
翻
訳
小
説
部
門
） 

令
和
五
年
刊 

三
六
四
頁 

集
英
社 

口
が
回
ら
ず
、
歩
い
た
後
に
尿
を
引
き
ず
っ
た
跡
が
残
る
こ
と
か
ら
「
ま
い

ま
い
つ
ぶ
ろ
」
と
呼
ば
れ
蔑
ま
れ
た
九
代
将
軍
・
徳
川
家
重
と
、
唯
一
家
重

の
言
葉
を
聞
き
取
る
こ
と
の
出
来
る
小
姓
の
絆
と
苦
闘
を
描
く
歴
史
小
説
。 

  

第
一
七
〇
回 

直
木
賞
候
補 

令
和
五
年
刊 

三
三
〇
頁 

幻
冬
舎 

自
堕
落
に
夏
休
み
を
過
ご
す
京
都
の
大
学
生
・
朽
木
は
、
借
金
の
カ
タ
に

草
野
球
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
表
題
作
の
他
、
同
じ
く
京
都
を
舞

台
に
し
た
「
十
二
月
の
都
大
路
上
下
ル
」
を
収
録
す
る
。 

  

第
一
七
〇
回 

直
木
賞 

令
和
五
年
刊 

二
〇
四
頁 
文
藝
春
秋 

中
学
二
年
生
の
成
瀬
は
、
閉
店
が
予
定
さ
れ
る
西
武
大
津
店
に
毎
日
通

い
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
の
中
継
に
映
る
こ
と
に
す
る
。
滋
賀
県
大
津
市
を
舞

台
に
、
わ
が
道
を
ゆ
く
主
人
公
の
一
風
変
わ
っ
た
活
躍
を
描
く
青
春
小
説
。 

  

二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞 

令
和
五
年
刊 

二
〇
一
頁 

新
潮
社 

不
寛
容
が
糾
弾
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
日
本
で
、
新
し
い
刑

務
所
「
シ
ン
パ
シ
ー
タ
ワ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
」
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

犯
罪
者
に
寛
容
に
な
れ
な
い
建
築
家
・
牧
名
は
苦
悩
し
な
が
ら
も
設
計
の
仕

事
に
取
り
組
む
。
人
間
の
「
正
し
さ
」
を
問
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
。 

  

第
一
七
〇
回 

芥
川
賞 

令
和
六
年
刊 

一
四
三
頁 

新
潮
社 

解 
 
     

 
 
 

題 

  
 

  


